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Abstract
 
In this paper,the author tried to offer basic thought to think about the way of life after the
 
retirement at an aged period person who called“Baby boom generation”.
It has been thought that up to now,the elderly person or senior citizens are in physiological
 
and psychological states as shown below.
１)65years old or more is an elderly person.
２)Most of the elderly person loses their health.
３)Elderly person’s head is not intelligent like the young person.
４)The elderly person is not productive.
５)Most of elderly person is unattractive and loses sexual desire.
６)Every elderly person’s mind is not different so much.
The author pointed out that those six points don’t apply to an elderly person today at all and
 
fundamentally criticized three old development theories that existed in the base of such a popular
 
account,and instituted the fourth development thought as modern development thought. These
 
four thought is shown as follows.
The first thought:nativism,the inheritance theory,
the second thought:empiricism,the environmental theory,
the third thought:“Konvergenztheorie”,the interactive theory,
the forth thought:self-attainment theory,“Auseinanderzetungthorie”.
In a word,the fourth thought is the one that human being creates his development by the
 
collaborative activity with the society. So,the forth thought is truly human thought that it will
 
be developed infinitely as long as the life exists.
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第１部 団塊の世代
１．はじめに
今から、ちょうど30年前の1976年に、堺屋は「1960年代の『若者の反乱』は、戦争直後に生まれた
人口の膨みが通りすぎる風であった。かつてハイティーンと呼ばれ、ヤングといわれたこの『団塊の
世代』は、過去においてそうであったように、将来においても数数の流行と需要をつくり、過当競争
と過剰施設とを残しつつ、年老いていくことであろう。」と、「団塊の世代」という用語を流行させる
とともに、この世代のその後の生きざまについても一定の予言を行った。
そして、同じ堺屋は2005年に「団塊の世代『黄金の十年』が始まる」という団塊の世代の定年後の
生き方の指南書ともいえる著書を著している。そのなかで、堺屋は、小説「団塊の世代」において予
言した４つの未来予測はことごとく的中したと自負している。
確かに、堺屋の指摘した「コンビニ」の進出、自動車産業界の再編、金融リストラといった問題は
下現実の問題となったし、現在、年金・福祉問題の深刻化は、まさに堺屋の指摘のとおりといえよう。
いわゆる高度成長期にまさに「団塊」として進んできた人達の意識は、果たして「世代」論として
語りうるものであろうか。ここでは、一昨年調査した「高齢社会に関する意識調査」??から、団塊の世
代の意見を抽出し、その一端を紹介することにする。
２．団塊の世代の意識
以下に掲載するのは、まさに、団塊の世代に属する365人の方から寄せられた「団塊の世代」に属し
たことについてご意見である。
同輩の数が多いということのメリットとデメリットをまさに、悲喜劇こもごもに実感された方の思
いは、次の16の領域に分類できよう。
?団塊の世代でよかった点>
１．人数（仲間・友人・兄弟）が多いこと。
○いろんな仲間がいる○多くの知り合いができた○同じ年代がたくさんいたので、いろいろな生き方
を見ることができ、自分の生き方の参考になった○同年が多いことで、さまざまな人と接することが
出来た○級友が多く、話し相手に恵まれた○共通の時代を生きた仲間が多い○戦後の貧しい時を共有
している同級生がたくさんいる○地域に同世代の仲間が多いので付き合いが多く楽しく交流できる○
同世代が多く、仕事やスポーツに簡単に参加できる○友達が多く、皆でやると楽しいことが多い○仲
間が多く、コミュニケーションがとれる○仲間が多く、仕事や生活にプラスに働く仲間がたくさんい
て助け合えた○人数が多く、華やかで賑やかだった。
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２．競争社会
○いい意味で競争社会の只中にあった○いつも競争していてたくましくなった○いつも競争のため一
生懸命になれた○お互いに切磋琢磨できた○頑張らざるをえなかった○競争社会に育ったため、自分
が積極的に行動できる点○互いに競い合って向上できた○他人より競争意識が高く、努力できた○常
に競争の中で生きてきて、生き生きとしていた○よい意味で競争心、向上心が持てた○ライバルが多
く、いつも他人に負けまいと自分が努力を続けられたこと。
３．高度経済成長期を生きられた
○高度経済成長期を経験できた○急激に成長する社会を経験できた○経済成長の最盛期を経験した○
高度経済期を経験し、楽しい青春期を送れた○高度成長時代だったため希望がもてた○自分の成長期
と日本経済の成長期が一致していた○少年～青年時代の日本がよかった。その時代の日本を生きれて
よかった○日本社会が大きく発展する時期に働けた○平和な時代・高度成長期を生きられた。
４．心豊かな時代だった
○学生運動や高度成長期で勢いがあった○活気があった日本全体に活気があった○協調があった○経
済発展・技術革新○元気な社会だった○心豊かな時代だった○社会に活力があった○自由だった○地
域社会全体が自然に助け合う風潮の中で育った○友達・人間関係が大事にされた○共に助け合う同調
があった○豊かな心を持っている人が多い○豊かな時代であったために物質的に困ったと思わずにこ
こまでこられた。
５．心豊かな人間になれた
○甘やかされず、自立できた○経済的には前向きに目標を持って生きられたこと○自分自身を考える
ことが出来た○たくましく生きられるようになった○力強く生きてきた○常に前向きに取り組む姿勢
が保てた○忍耐力がついた○貧しい時代の経験が、今の我々の底力になっている○世の中が自分の思
い通りにならなくても悲観しない○余程のことでもヘコたれない○若い時代は社会の変化に対して問
題意識を持って向かい合うことが出来た。
６．社会の中心としての役割を担っていた
○いつも新しい文化やトレンドの先端に生きたこと○経済成長の原動力となってきた○日本の高度経
済成長を推し進めたことを誇りに思う○社会経済の牽引層であった○社会発展の原動力となった○住
みよい社会の創造という夢があった○戦後の変革期に団塊の世代が大きな影響を与えてきたと思う
（学生運動・受験・流行等）○日本の飛躍的な発展に最も貢献していると自負できる。
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７．貧しい時代から豊かな時代まで経験できた
○子どものときの貧しい経験から高度経済成長期の生活が豊かになることの実感ができた○戦後の厳
しい体験から現在までの生活を50年余りの間に体験できた○戦後の貧しい時代、高度経済成長、成熟
した現在を共有できる人々がいる○貧しさ→高度成長→バブルの崩壊→マイナス成長という経済社会
を体験できた○世の中の大きな変動の中で生きられたこと○時代の流れや動きを肌で感じることがで
きた。
８．就職が容易だった
○就職時に世の中の景気が上向きだった○就職時の採用者が多かった○就職等で割合運がよかった○
就職のときあまり困らなかった○日本経済がよい時代で就職が多くあり、生活に困らなかった。
９．直接、戦争を経験せずに済んだ
○戦争を知らずに育つことができた○戦争の影響を直接受けなかった○戦争を経験せずにすんでい
る。
10．その他
○競争や友人との交流により充実した生活を送っている○子どもの頃、子どもだけの社会ができた
私利私欲には走っていないと思う○小・中・高と常に新教育課程だった○戦前・戦後の謂わば連絡橋
の位置にいて、年輩者とも若輩とも話が適当にできること○昔のことも分かるし、現在のことも分か
る○老後が楽しみ。
?団塊の世代で悪かった点>
１．競争が激しい
○一生競争○いつまでも競争が続く○いつも競争 何でも競争（進学・就職等）○生まれてから死ぬ
まで生活に疲れる○厳しい競争社会に巻き込まれた○競争、比較されることが多かった○競争意識に
明け暮れ、ほかにするべき事が見出せなかった○競争が激しく、スポイルされた人もいる○競争社会
で高校まではあまり親しい友達がもてなかった○死ぬまで続く競争○昇進が厳しかった○職場での出
世争い○人生の節目ごとに他よりも競争率が高い○すべてのことが競争意識の中で生きてきた○他人
とあまり仲良く出来なかった○他人をあまり信用出来なかった○知人と競争状態にあったこと○日常
生活でも常に競争を意識させられたこと。
２．損な世代・報われない世代
○いつも内から外から追われる場面が多い○いつも制度変更のときにぶつかってしまい、努力の成果
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を受け取ることができない○親の面倒を見る最後の世代・子どもに面倒を見てもらえない最初の世代
○給与・退職金・年金・医療等では削減のターゲットとなっている○国の施策が団塊の世代をカット
しようとしているように思える（老後の保障等）○施策がすべて団塊の世代を苦労させる状況だと感
じる○時代が悪くなったときはすべて団塊の世代が原因となっているようにいわれること○すべての
施策が団塊の世代に不利に扱われている（年金、退職金等）○経済成長期は家も顧みず仕事をしたが、
国の沈下と共に不用な荷物扱い、現在は厄介者のように思われているのでは？○これまで社会を支え
てきたが、将来支えてもらえるか不安、社会施策の課題となっている（年金、リストラなどの公的負
担）○社会的に損な年代○職場の待遇や環境が悪かった○人生の前半と後半で社会のルールが変わり、
不利益を受けている○何らかの制度が必ず変わり、それまでよりも不利になることが多い○人数が多
いため、働き手の時代は金の卵と歓待されるが、お金がかかるようになると邪魔者にされる○年金等
の財源難で支給年齢の引き上げの時期に当たった○年金や退職金の減額など働いたのに報われない○
ほとんどの政策制度の改革の到達点の節目の年齢○いつも損をしている気がする、報われない。
３．老後が心配な世代
○50代に入り、経済が低迷し、先が見えない○経済的に今後の老後が不安○高齢になったときの不安
（社会保障・年金等）○今後の生活不安○今後の年金等の不安が多い○今後の保障制度が不安○自分
が高齢になったときに福祉の期待ができない○退職金・年金の減額○超高齢化社会への不安（年金や
介護の保障）○年金・退職金・医療保障などどんどん条件が悪化している。
４．人数が多い
○学校時代の過密状態○小・中学校時代の教室は生徒が多すぎて狭かった○多数のため良いものと悪
いものがはっきりしている○多数の中で競争する気になれなかった○ポスト不足でいつまでたっても
同じ中間管理職の下の方にとどまっている。
５．高齢化社会に対する不安
○後世代の負担が多すぎる○高齢化社会の原因となっている○高齢化問題の中心の世代になること○
高齢になったときの支える人の減少○これからの社会的負担が急増すること○次世代の人たちに財政
負担をかけてしまう○次世代の負担の増加（社会保障等）。
６．仕事人間だった
○家族の絆を失った○競争社会であったので、ゆとりの時間の使い方が分からない○高度成長期は安
月給に甘んじて、仕事人間として生きてきた○自己中心になりがちで目標を失うと弱い○常に集団の
トップを走っている感じでゆとりがなかった○点数主義で相手を考えず、自分本位で自己中心だった。
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７．子どもの頃の生活が苦しかった
○子どもの頃の生活が貧しかったこと○食事・衣類など○育った環境は決してよいとはいえない。
８．世の中への影響力がある
○世の中への影響力がある○現在の日本社会のゆがみの最大の原因となっていること。
９．その他
○今まさに一番苦しい思いをしている○競争に負けても不幸と感じなくなった○サイレント・マジョ
リティ（自分の居場所を認識しない世代）○自主的な意識改革をする必要性を認識しなければ落ちこ
ぼれになるという現在の状況に気づくのが遅かった○時代の波にいつも翻弄されている○受験地獄で
高校時代の楽しい思い出に乏しい○将来の日本、世界に対する不安○マイペース型人間になった。
以上のように、戦後日本の高度成長期を支え、そして、バブル期とその崩壊を経験してきた団塊の
世代の人びとの想いは多様である。今、全国で700万人ともいわれる団塊の世代が一斉に定年を迎え、
新たな生き方の選択を迫られている。それが「大量、一斉」という点で他の世代を圧倒していること
から、各方面から取り上げられているが、新たな人生の選択を一人ひとりが自分で決断しなくてはな
らないということはどんな世代とも変わらないものであろう。
どのように生き、どのようにその生を全うするかは、一人ひとりが選択し自己決定し達成すべき最
大の課題であろう。この課題に対する回答は、一心理学徒の筆者にとっては風車に向かうドンキホー
テのごときの想いであるが、以下に述べるのはこれまで書き留めておいた「人間の発達」に関する覚
書の一部であり、なんらかの参考になればと考えている。
第２部 団塊の世代、それぞれの再出発のために??
――「黄金の30年」をつくるための覚書――
ただいまご紹介をいただきました黒須です。私が所属しています群馬大学の場合には定年が65歳で
すので、私もここにお集まりの皆さんとほぼ同じ時期に定年を迎える、そんな感じで私自身も一生懸
命「再出発」について考えている最中です。今紹介にありましたように私は発達心理学を専門として
います。そういう視点から、今まで研究してきたことやこの間に団塊の世代に関する本の中から「再
出発」を考えていただくための基礎的なところをご紹介し、参考にしていただければと思っています。
心理学という視点からすれば「再出発」に必要なことについての結論はもう出ているんですね。私
たち人間は「常識」というものを持っています。この「常識」にはこれまで歴史的に数え切れない人々
が行ってきたことがまとめられていますので、私たちが「当たり前」だと考えることの中に「どう生
きていけばよいか」といった問いへの答えが含まれているのです。ただ、それをどう説明するかとい
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うことに私たちは頭を悩ましているといえます。
ここに「黄金の10年が始まる」（文藝春秋、2005）という堺屋太一さんの本があります。心理学者か
らするとあとで説明いたしますが、定年後には「黄金の10年」ではなくて「黄金の30年」の可能性が
充分にあるといえます。そのへんのことについてできるだけいろんな人の知見を紹介したいと思いま
すので参考にしていただければと思います。
お配りした参考資料には、このプロジェクターで写しますものよりももっと詳しいものが載せてあ
りますので、そちらもご覧ください。今日、お話しする内容は、まず、ことわざなどに表現されてき
た私たちの一生についての簡潔な表現から私たちの先輩たちが考えた「人間の発達」について考えて
頂きます。
次に、定年を迎えるにあたっての参考になる一番まとまった本として「定年の前と後の生活活用百
科」（井上隆司監修、法研 2001）という本がありましたので、この中の目次をご紹介し、私たちの課
題について考えたいと思います。おそらく、この本で触れられている事柄をすべて皆さん方がご自分
でチェックされれば、「再出発」に必要な基本事項はマスターできると思います。課題がほとんど指摘
されています。
それから、課題が分かっても具体的にどうすればよいかということになりますと分からないことが
多々ありますので、 「定年後の人生を豊かにする」（本論文の参考資料308ページ参照のこと。以下
ページ数のみを記す）でこのための基本的条件について考えてみたいと思います。そして、この資料
の 「『高齢者』と高齢者の意見」（309ページ）では、いわば民衆の知恵や長生きされた著名人の語録
などを参考に「高齢期の生き方」について考えてみたいと思います。
の「人間の発達過程の不思議」（313ページ）では、死にいたるのが私たちの人生ということにな
るわけですが、人間の発達という視点からは「私たちは死ぬまで発達する」という非常に面白く不思
議な側面を持っています。その不思議さの理由を「発達をどう捉えるか」と言う点から考え、最終的
には、 「高齢期の発達をつくる」（320ページ）というところでは、この「つくる」という部分を私
は強調したいなと思っています。「つくる」というのは誰が「つくる」のか、「つくられる」のではな
くて自分で「つくる」わけです。「自分の人生を自分でつくる」、このあたりまえの視点が結論になれ
ばいいかなと思っていますが、このような内容で進めて行きたいと思っています。
の「ことわざにみる年齢と心身状態」（306ページ）をご覧ください。40歳代の特徴を示す代表的
な言葉は、「不惑」、「四十にして惑わず」なんて言われております。50歳代では、「知命」、「五十にし
て天命を知る」。60歳代が「耳順」、「六十にして耳従う」、周りの人の意見を聞き入れるという言葉で
すね。70歳代は、「七十にして矩を超えず」、「人生七十古来稀」、「喜寿」。80歳代では「米寿」があり
ます。ことわざとしてあったのは「八十の三つ子」、「八十のちょろわっぱ」、これは童心に返るみたい
なことですね。90歳代ではあまり言葉はなかったんですが、100歳では、「百歳の童」、「百歳になりて
も己の非を知らず」、「百歳になって百ごとを知る」などがありました。100歳の場合は「童」、いわば
認知症みたいになる場合と頑固さが徹底する場合、物分りがよくなる場合、というように、それぞれ
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の人生に合うような言葉が用意されています。大体100歳までの年齢について「ことわざ辞典」にはい
ろいろと記載されています。
先程の「天命を知る」というのは、紀元前の中国の孔子の教えですから、その頃のことわざがまだ、
つい最近まで通用していたんですね。しかし、特に「団塊の世代」にも表れていると思いますが、明
治以降そういうようなことが徐々に変化しはじまって、特に戦後60年、この60年間に「人生50年」と
いうことは通用しなくなってきたということがいえるかと思います。
図表１（306ページ）を見て頂きたいのですが、100歳以上の高齢者数が示してあります。確認して
おきたいのですが、昭和38年に100歳以上の高齢者が153人、平均寿命が男子で67歳、女子で72歳でし
た。それが一番下の欄では平成17年には100歳以上の方が25,000人となっています。昭和38年よりはる
かに多くの人が100歳を越えているのです。その内訳は女性が圧倒的に多くて21,000人。そして、男性
の平均寿命が78歳、女性の平均寿命が85歳となっています。ですから「黄金の30年」というのもまん
ざら不可能ではなくて、平均寿命と言う計算で男性であと12年、女性であと５年延ばせば可能ですね。
今後、皆様方が頑張って平均寿命がドンドン延びていく、そういう時代だと思います。しかし、ここ
に何か仕組みとか理由というものがあるんだろうと思います。つまり、何故平均寿命が延びてきてい
るのかということです。江戸時代の長野県の何処かの田舎の平均寿命を過去帳で調べた研究があって、
ちょっと正確な資料の持ち合わせがないんですが、大体男性が平均35歳から40歳だったんですね。平
均寿命がドンドン延びて行く、そこには何らかの仕組みがあって、当然栄養だとか、経済状態だとか、
心の持ち方だとか、いろいろな要因が総合的に絡み合った 図表２（306ページ）を見てください。こ
れは堺屋さんの「団塊の世代『黄金の十年』が始まる」からの引用です。この図を見ると、2010年の
図では、団塊の世代は60歳前後で大きく横に膨らんでいる部分ですね。その下に大きく横に膨らんで
いるのが団塊の世代の子どもさんたちです。現在は、「高齢者」と呼ばれる年齢は65歳以上ですが、堺
屋さんの新発想では70歳以上を高齢人口と考えています。先程、事務局長もおっしゃいましたけれど
も、60歳で高齢者なんていってられないですよね。70歳以上もいかがでしょうか。ひょっとしたらあ
と20年もすると75歳以上でも「高齢者」とは呼ばないでとか、80歳でもそうだ、そういうふうになっ
ていく可能性が十分にあるんだろうと思います。そんなことから、この仕組みは何なのか、というと
ころに私は非常に興味があります。そのへんのことについてはあとで考えたいと思います。
先程紹介いたしました「定年の前と後の生活活用百科」の目次から面白いものだけ拾ってきました
ので、ご一緒に第１章「定年後の人生を豊かにする条件」から第９章「これだけは知っておきたい退
職後の社会保障」までに挙げられている項目をさらっと見ていきたいと思います。
?定年後の人生を豊かにする条件>では、自分なりのライフスタイルをつくることが挙げられていま
す。問題は、どうつくるのかということになるわけですが、それは皆さん方ご自身がご自分で考えて、
ご自分の意見をもって「我が道を行く」ということになるでしょう。そうすればひと味もふた味も違
う人生を作るチャンスともなります。私自身もいろいろ考えているんですが、ここに挙げられている
項目は、今までは会社がやってくれたことですね。会社に入っていれば、上司から「これをやりなさ
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い」と指示されますし、大学では教授になったら「こういう仕事をやらなければいけない」とかとい
うように、周りからの要求に私たちはある程度に応えていればお給料をもらえた訳ですね。定年にな
れば、そうじゃない。全部自分で決めることが出来ますし、決めなければなりません。別の視点から
見ますと、そういうことができる時期だろうと思います。このように考えますと、「私たちは第二の人
生の主役なんだ」ということに気づきます。これまで勤めていた会社での主役は社長なんでしょうが、
これからは自分で自分をつくっていく、こういう視点がでてきます。この意味で良いことが一杯あり
ます。自らの意思で、自分で退職すると考えることです。「退職させられる」という論理ではなくて、
自らが新たな人生に旅立つ、そういう自己決定が必要です。
?定年をスムーズに迎える心理的テクニック>では、在職時はほとんどの人は肩書きにこだわらざ
るをえません。しかし地域社会の中では一切肩書きは通用しません。会社の中では肩書きですけれど
も地域では対等平等、そういう前提なんですね。ですから定年後は意識して会社からの離れる努力を
する必要があることが指摘されています。私も大学から離れる努力を一生懸命しています。というの
は、大学には研究室がありますので、いわば小さいけれど一国一城の主でそこに居れば誰にも邪魔を
されないわけです。私は現在の研究に必要な本を全部研究室に積み込んでありますので、研究室でな
いと論文も書けない、という状況です。それに加えて家に居ると家庭菜園とか、趣味のタナゴなどの
川魚を軒下に並べた30鉢ほどの水槽で飼育しておりますので、毎日、餌や水の濁りなどをチェックし
たり、山登りのための道具を磨くとか、そうしたことに自然に時間を費やしてしまうことになります
ので、大学で研究をすることにしています。家にも小さな書斎はあるのですが、そこでやろうとして
もなかなか落ち着かないですね。ですから、定年後にはスムーズに自宅で研究ができるように自分を
訓練しなければと考えています。
?老化への道の牛歩戦術>では、「打ち込める物がある人は老けない」、「お洒落が大切」という言葉
があります。これもまた心理的な意味で非常に重要なことですね。「後ろを振り返らず、将来に目を向
ける」、「思いだせないことをそのままにしない」ことも重要であることが指摘されています。私はワー
プロで文章を作成していることもあって、字を忘れて正確に書けなくなることがあります。そういう
ときには、辞書で調べて、書いて覚えなおす作業をすることにしています。
?定年後の新たな生きがいに向けて>では、目標を持って何でも良いから始めること、それが遅すぎ
ることはないことが指摘されています。このことと関連して、生涯学習の中核機関である放送大学へ
の進学などもおすすめできると思います。また、現在は、ほとんどの大学で社会人のための特別枠が
設けられていて、語学や数学の試験もなく入学できますし、そういうところで自分のやりたい分野の
知識を得たり論文をまとめることができるようになっております。
定年後は、多くの方にとっては地域社会に初めてデビューするような状況だと思います。ですから、
会社でやっていたことをそのまま持ち込んでも駄目で、何か得意なことがあったらそれを地域で披露
されたらいいかもしれません。ボランティア活動、NPO活動などいろいろありますね。
そして、もっとも重要なのは夫婦の関係だと思います。先程事務局長の山口さんは冗談でこのまま
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では「奥さんに逃げられるかもしれない」とおっしゃいましたけれど、夫婦といえども二人の生活ス
タイルや価値観にいろいろな違いがあります。私の女房も働いています。ですから今のところ日曜日
には二人でどこかのお店にでかけて食事をしたりしておりますが、これが毎日となるとどうなのかい
ろいろ考えるざるをえません。そのへんのことはこれからですが、ここに指摘されておりますように
「定年後を第二のハネムーン」と呼べるような状態にしたいものですね。
健康管理についても、あとでふれたいと思いますが、定年を迎える頃には知力の低下も不安になり
ます。物覚えが悪くなったり、物忘れが多くなってきます。いわゆる「認知症」ではなくても一般に
記憶力は低下してきます。しかし、面白いことに、記憶といっても低下しない部分を私たちは持って
います。このことについては最後に少し触れたいと思っています。
それから健康を考えますと食事が大切なことは言うまでもありません。私も女房から自立するため
に少しずつ準備をしています。ここ７～８年は自分でダシをとることから始めて、ようやく天丼とカ
ツ丼はお店と比べるとまだ負けますが、あの位の味を出すことができるようになりました。また、圧
力鍋を買ったり、料理の本を読んで実際に作ってみたり、いろんなことをやっています。実際に料理
をやってみますと、作るということが楽しくなります。女性が長生きするのは料理を毎日作っている
からじゃないか、という気がします。作るというのは結果を頭の中に描いてその目標を達成する過程
でもありますのでとっても頭を使いますし、食べることは体力維持になるからです。
さて、医学的には人間の場合には125歳というのが最高の寿命だと言われています。すると、私は「黄
金の30年」と申し上げましたが、それでも90歳にしかなりませんから、それよりまた30年、つまり定
年後60年、それは定年までの人生に匹敵する長さですね、それだけ長い人生を送ることが理論的には
可能だということになります。
日野原重明さんという94歳のお医者さんは、今でもかくしゃくとして患者を看ています。エレベー
ターには一切乗らずに階段を上り下りされています。女優の森光子さんも84歳で毎日スクワット120回
くらいしているそうです。高齢になると体力は衰えるということが原理原則のように言われています
が、体力の低下を食い止めて、年齢平均より高い体力を作ることが可能だという実例（ビデオ）があ
りますのでそれもあとで紹介します。
定年後は、住宅、経済、法律など様々な問題のすべてについて最終的には自分一人で処理しなけれ
ばならなくなります。たとえば私が家を建てたときに気付いたのですが、アパートに住んでいた時に
は気付かなかった課題が山積みされていることが分かりました。固定資産税といった税金もさること
ながら建物や庭の維持管理のすべてを全部自分でやらなければならなくなりました。勤めているうち
は会社などが税金や保険の計算などをしてくれていましたが、そういうことも含めて、定年後は自分
自身のことは自分でやらなければなりません。そういう意味で、本当の自分が試される時だと思いま
す。同時にそれは「自分をつくれる時期」と捉えることができるのではないかと思います。
次に、「団塊の世代」という言葉をつくった堺屋さんは、団塊の世代を勇気づけるための本だとして、
「団塊の世代『黄金の十年』が始まる」を書かれたようですが、その中の一部を紹介しますと、「団塊
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の世代がまた時代を変える」だろうと予測しています。先ほどの図表２の横長の人口の膨らみにあた
る人たちが全国で700万人もいて、その方が高度成長期の先端を走って来られて、新しいことをあれこ
れと作り出しながら全力を尽くしてやって来られたわけです。しかも多くの方がずっと健康でおられ
るわけですね。この人たちがこれからどう考え行動されるかとが日本の将来を左右し、また、後輩た
ちの見本になるだろうと書いています。例えば、団塊の世代の人たちはまだまだ家にこもらないで、
何かの仕事をし、経済的にも税金を納めて社会に貢献するなど、いろんな観点から団塊の世代の活躍
について書いています。少し気になりますのは、「団塊の世代は金持ちだ」と書かれているのですが、
それは本当かどうか、ここにお集まりの皆さんはどう思われますでしょうか。
この本の終わりにというところで、彼は「好きなことを見つけて10年うち込みなさい」と言ってい
ます。10年というのは、彼の考えでは「中学・高校・大学」の計10年に値する時期となります。人生
で一番豊かに、がむしゃらに頑張った若い青春時代の10年分があるんじゃないかと、そういうふうに
考えたらどうですかという提案ですね。
団塊の世代の人たちは、わが国の歴史においてもいろんな新しいことを先駆けてきた訳ですから、
常に新しい時代を生きていると言えます。私なりに考えますと、この新しいという部分は、いろんな
意味を持っていると思います。そして定年後の人生は堺屋さんのいう「黄金の10年」ではなくて、「黄
金の20年」、いや人生80年と言われる現在では、「黄金の30年」に近づいているのではないでしょうか。
ここまで２冊の本に書かれたことを紹介してきましたが、定年前後に必要なことが、私たちの課題
という形で出されています。でも、それに答えるだけで定年後の人生が豊かなものになるかどうかは
分かりません。そこで、私はこの問題を考える材料として、 「『定年後の人生を豊かにする』という
こと」（308ページ）はどういうことかということを考える必要があるかと思い、必要な項目を挙げて
みました。
?定年後の人生を豊かにする」ということを考える時に、定年前は豊かだったのか、という疑問がわ
きます。本当の豊かさとはなんだろうか、そういう視点で考え直してみることが必要なのではと思う
のです。たとえば、心理学的には、人間は最初から（生まれた時から）『豊かな人間』だった」と言う
ことはできません。赤ちゃんの時からどういうふうに成長発達してくるのか、どんな知識を得て、何
を生きる目的にしようとしている人間になっているかということと、豊かであることとは、私からす
るとイコールのように思えるんですね。豊かって一体なんでしょう。ちょっと考えてみましょう。
人生が豊かってどういうことなんでしょう。このことを考えるときの問題としてＱ１～Ｑ９までの
問題を提起しておきました（308～309ページ）。これらについての答えはさまざまだと思いますので、
参考資料のＱ３にはOP1～OP5まで、いくつかの意見を紹介してありますのでこれらを参考にされ
て、OPXの欄の空白の部分にそれぞれ皆さん方の、格好いい言葉でいえば人生哲学、皆さんの信条と
いったことを何かまとめてお書きください。定年という時期に、じっくり来し方行く末を考えていた
だく材料として列挙したものです。「豊か」という意味は、生きているうちには十分なお金や物があれ
ばいいとか、あるいは生きていること自体に満足している、あるいは自分なりに納得できる、あるい
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は生きることの人間の意味を明らかにした時など、さまざまなことが考えられます。結論はそれぞれ
皆さんのご判断、ということになりますが、いずれ死んでしまうということを前提として、本当に豊
かな人生とは何か、どういうことか、というような本質的なことを考える絶好のチャンスではないか、
ということです。
今まで私たちが生活してきたことが豊かだったのか、という問い返しを行うとき、あたりまえのこ
とですが「人間として」という形容詞を入れると、また少し方向性が出てくるんじゃないか思います。
私たちはどんなふうに変化、発達しているのでしょうか。私たちは毎日毎日変化しているわけですが、
私の心も身体もその変化が、どういうふうに変化すれば発達なのか、あるいは豊かになるのか、とい
うことを考えると、結論は申し訳ないのですが「人さまざま」ですよ、という結論しか出てこないん
ですが、でも、そこには人間として共通の何かがあるのではないかと思います。
私たちは毎日変化していると申し上げましたが、高齢期における人生には「発達」という変化があ
るのかという疑問があります。例えば60歳、70歳でもこの時期に発達があるのか、私たちは発達する
のか、しないのか、というふうに考えたら、皆さんはどのようにお考えになりますか。60歳でも発達
するんでしょうか。ここに参加されて、一番前の席におられるＮさんはどのようにお考えですか。
「Ｎさん：結局自分のことを考えれば、会社人間に待っているのは、地域社会に出ていくことなわけです。
そう言った意味で、定年後は地域との関連で自分自身がやはり磨かれて行くんじゃあないかと思います。」
Ｎさん、ありがとうございます。磨かれるということはよい方に変わることですから発達はあると
お考えですね。だけど退化、衰えもあるわけです。当然、私たちにはこの二つ側面が同居しているわ
けですね。
高齢になっても発達する部分を延ばして退化を食い止めるという方策が取れないものかと誰しもが
考えるかと思います。今日のお話しの一番初めにことわざを紹介しましたけれども、もう少し現実的
に実際に高齢期生きられた方の考えを著名人の語録から紹介します。だいぶ前から関心があって調べ
ていましたが、高齢者の方がいろいろと自分の人生を振り返りながら語っている言葉ですので、いわ
ば人生のエキスがこめられていると思います。それらを紹介しながら、そういう言葉がもつ意味につ
いて少し考えてみたいと思います。
? 『高齢者』と高齢者の意見」（309ページ）をご覧ください。「65歳以上は年寄りで、年寄りのほ
とんどは健康を害している」、「年寄りは若者のように明敏ではない」、「年寄りは生産的でない」、「年
寄りは魅力がなく、セックスにも無縁である」、「年寄りは誰も皆同じようなものである」、というよう
なイメージが、これまでの「老人」に対する一般的な見方だったのかもしれません。現在、これらの
事柄はまったく当てはまらなくなってきています。これはどうしてなのか、どうしてそうなったので
しょうか。また、これは「大往生」という永六輔さんが書いた本からの引用なんですが、私も「子供
叱るな来た道だもの、年寄り笑うな行く道だもの」ということばが妻の実家の山形のお寺の本堂に貼っ
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てあるのを見たことがあります。永六輔さんは講演に行って座談会などで参加者からのいろんな名言
を全部記録して、こういう本にしたんですね。その中の一つに「人間、今が一番若いんだよ。明日よ
り今日の方が若いんだから。いつだって、その人にとって今が一番若いんだよ。」というのがありまし
た。もう私は、ビックリしました。私が思っていることと同じだったので嬉しくなりました。これに
ついては、多少心理学的に説明したいと思います。
それから「３ 著名人の語録から」（310ページ）には、何人かの著名人の語録を載せていますが、
加藤シズエさんの語録の中の一つで「若い人には負けるワ」というで見出しをつけたんですが、この
方は100歳超えて亡くなられたんですね。社会党の衆議院議員、それから自民党衆議院議員と移り変
わったことでも有名な方なんですけれども、その方が「若い人に負けますよ、それはかないません。
肉体的に衰えていることは確かですから。しかし、気力において、あるいは積み重ねた知識において
は非常にいいものがあるんだろうという、そいう自信を持ちまして、毎日どういう風な生活をするか、
設計をいたしました。」とおっしゃっています。「積み重ねた知識においては非常にいいものがある」、
ここなんですね、これについても心理学の調査結果から証明しようと思います。
田中澄江さんは、エッセイストで登山家で山の本など書いています。この方も亡くなったんですが、
20歳代での望みが達成されていない田中さんは、「人生はいつでも出発の時という思いがあります。」
と、その著書「老いは迎え討て」の中で書いています。いずれも初々しい時の、自分の若い時の夢、
そういった夢を実現するという視点で考えているのがこの田中澄江さんですね。
心理学者で南博さんという方がいらっしゃいます。この方は一ツ橋大学教授で日本で初めて社会心
理学という分野を打ち立てた有名な方です。この方も90歳を超えて亡くなられたのですが、「気が付け
ば81歳人生これから」、「理想を失うときに、初めて老いる」、「挑戦してこそ生きがい」、「自分史を書
いてみよう」、「若い異性に関心をもとう」、「老いてなお学ぶ楽しみをもつ」、「老いても『性』は枯れ
ないか」、「生きがいとしての性」、「百歳まで現役の僕のシナリオ」、「ライフワークの完成にはあと20
年」という言葉を残しています。
最後にご紹介するのは、へルマン・ヘッセです。ノーベル文学賞を受賞された作家ですが、著書に
「人は成熟するにつれて若くなる」というのがあります。「成熟するにつれて人はますます若くなる。
全ての人はあてはまるとはいえないけれど、私の場合はとにかくその通りなのだ。私は自分の少年時
代の生活感情を心の底にずっともち続けてきたし、私が成人になり、老人になることも一種の喜劇と
感じていたからである」とこうあるんですね。「成熟するにつれて若くなる」という実感をヘルマン・
ヘッセは自らが味わっていたと思われます。そのほかにも重要だなという部分を資料に引用してあり
ますのでご覧ください。
このように90歳、100歳まで生きた方の考え方をいろいろ見てきましたが、どうして私たちの寿命は
延びてきたのでしょうか。このことについては心理学者はいつも「私たちはいかにして成長、発達す
るのか」ということを説明するのに頭を悩ましています。このことを説明する理由で一番有名なのは
「蛙の子は蛙」という言い方です。つまり、子は親の能力をそのまま受けつぐものという考え方で、
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生得説とか遺伝論と言われるものです。その反対の考え方は「氏より育ち」という考え方で、つまり
氏と言うのは家系ですから、家系よりも環境だ、いわゆる周りの環境が重要だという考え方です。ど
ちらかの立場に立って人間の発達について説明されてきましたが、これはだいぶ前の心理学者の考え
方でした。心理学が出来て100年位ですけれども、ここ数十年はこれらの考え方を補う第３の考え方、
つまり、「遺伝も環境も」どっちも大切だよという輻輳説とか二要因説と言われる考え方が主流になっ
てきています。
でも、私からすれば、第４の説があるのではないかと思います。皆さん方が定年を迎える時期まで
に、どうやって人間として大きくなってきたのか、そして、これからどのような人間に発達したいの
かということを考えていただくと、たぶん絶対に第４の説に辿り着くはずなんです。
このことについての答えを出す前に、人間には様々な発達があるといえるのですが、高齢期になっ
ても発達する側面があるということについて、まず体力の面から考えて行きたいと思います。そのあ
とで、心、知識、能力の面ではどうかということを考えていきましょう。
まず体力、これはNHKの「クローズアップ現代」という番組の５年前の話なんですが、ここで捉
えられた事実は今でも通用しますので、ご覧ください。
（NHKテレビの報道番組「クローズアップ現代 様変わりするシニアスポーツ」の映像を視聴）
（番組の概要）
昨今の高齢者は、これまで高齢者があまり取り組んでこなかったハードなスポーツに挑む人が増え、個性
的な老後を楽しんでいる。一方高齢者スポーツの王様と言われてきたゲートボールの人気は失速この10年で
愛好者が半減した。
ゲートボール人気が衰えた背景には高齢者の身体の変化がある。若い頃からスポーツに親しんだ人の中に
は体力年齢が10歳以上若い人がいて、より本格的なスポーツに向かっている。
様変わりするシニアスポーツを取材する中で、高齢者は弱々しい存在と思われがちだが、実際は体力に関
してもかなりの潜在的な能力があり、訓練によって体力が向上していくことがわかった。そこには、今まで
の高齢者像を覆す、新しい高齢者の姿が見えてきた。
皆様方もスポーツをおやりになっていると思いますが、昨年、私は毎日ランニングをしていたとこ
ろいつの間にか少し痩せてしまいました。最近の論文を見ますと、週５日トレーニングして、土曜、
日曜は休めと言っています。昔の人が安息日を作ったのは、それなりに理由があるのですね。１週間
に２日くらい休むのが一番良いようです。いずれにせよ、図表６（315ページ）に示すように、高齢期
においても身体能力は発達することができるといえます。
次に知的な側面を考えて頂きましょう。今のVTRにもありましたように、体力でも私たちは上手に
やれば発達することがわかりました。図表３（314ページ）をご覧ください。これは、心理学の教科書
によく載っている「発達段階区分」というもので、胎児期、乳児期、幼児期、児童期、青年期、成人
期、老年期という区分が一般的なものとされています。学校制度も幼稚園から大学、大学院まであり
300 黒 須 俊 夫
ます。しかし、この区分では60歳は老年期になっていますが、60歳を老年期というのは現実的じゃな
いですよね。そこで言葉として壮年とか熟年とかという言い方が出てきております。これは成人期が
延びてきているという事実を反映しているのですが、発達という視点で見ると非常に面白いことです
ね。何が面白いかというと、図表４（314ページ）の「青年期の歴史的発生」を見てください。青年期
と言われる時期がいつ頃から現れたかというと、19世紀後半20世紀以降、つまり産業革命以降にこう
いう青年期と言われる時期が生まれてきて、それ以前の時代には、いわゆる青年期と言う時期は歴史
上観察されていないのです。日本でいうと、江戸時代にはいわゆる青年期というのはなくて、例えば、
「十五で姉やは嫁に行く」という歌にありますように、14歳頃から女性はお嫁に行ったということで
す。ですから14～15歳で嫁に行って、親になって働くのが普通の生活で、それがずっと続いてきたわ
けです。明治以降、日本でも学校制度が出来て、西洋並になってきました。つまり私たちの青年期と
いうものの歴史的発生は、産業革命を中心とした技術の発展の中で始まり、学校制度の誕生と共に生
まれてきたといるといえます。
ですから、今日、定年と言われる時期も、いつからか終わりになって、なくなるかもしれません。
30歳まで大学院で学び、まだ就職もしない、結婚もしない、勉強だけ、こういう学生がたくさんいま
す。そのような人たちの考えはかなり自由になってきています。ですから、私たちの発達も社会の中
の情勢、条件との絡みの中で、単に栄養だけでない、いわゆる社会との関係が大きく作用していると
考えざるをえません。つまり、社会の要求というものもたくさんあって、それをどんどん私たちは取
り入れているのではないか、ということです。
結論的に言えば、図表５の「発達のマクロ図式」（315ページ）に示してありますように、例えば江
戸時代に生まれた人たちには、江戸時代の社会に特徴的な子供たちに対する社会的な要求があって、
その要求に応えるように江戸時代の人びとは大人になってきたわけです。私たちが成長、発達すると
いう背景にはそういう仕組みがあったのです。ですから江戸時代には江戸時代の社会の要求があって、
その要求の内容は、明治、大正、昭和、平成とそれぞれ少しづつ違ってきている、そう考えることが
できます。つまり、私たちは「這えば立て、立てば歩けの親心」という形で子どもたちにいろいろと
その年齢に合った要求をしているのです。立ったら走れとか、そのまま走って東大に行けとか、親の
要求ですね。そしてそれは社会の要求でもあるのですね。それは20歳位まで、あるいは学校で学んで
いる期間における要求が主となりますが、この間は、基本的には「社会や大人から要求される課題」
に応えるという受け身的な生活が主な時代で、いわゆる大人になるまでの期間といえます。大人になっ
たら自立してその人をつくりあげてきた歴史的諸条件やそこからの要求そのものを少しずつ変えなが
ら、社会をよくしてきているといえます。たとえば、団塊の世代の人たちが中心になって古い体制と
いいますか歴史的諸条件を少しずつ変えるという作業が、いつも行われているのではないかと考えら
れます。
この発達のマクロ図式はドイツの心理学者が考えたものですが、一定の社会によってつくられた自
分が、今度はその社会の社会的歴史条件を批判的に改善していく作業、この作業を何世代も繰り返し
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やること、こうして時代から時代へと人間が発達していくことができる仕組みではないかと思います。
社会から育てられながら、社会を変えていくというそのサイクルで、歴史がつながってゆきます。今
でも実は学校を持たない少数民族と呼ばれる人たちがアマゾンなどの奥地にいます。文字がない、書
き言葉がないから学校が要らないということです。彼らには14～15歳で大人になる儀式があるんです
ね。それが２、３日だったり１週間だったり、そういう儀式を終えたら翌日から大人で、結婚もでき
て、私たちの社会のような青年期がありません。
図表７の「知能の発達の２つの曲線」（316ページ）を見てください。これはWAISという成人用知
能検査の結果を表示したものです。横軸が年齢、縦軸が知能テストの成績です。この図から私たちは
流動性知能と、結晶性知能という二つ知能を持っていることがわかります。前にも申し上げましたよ
うに、この運動能力とか、頭の中で立体をあれこれあれこれ回転させるとか、あるいはパイロットの
ようにものすごい機器をチェックしながら飛行機を操作するなどというようなスピードが要求されて
いることに対応するのが流動性知能です。図表８（317ページ）をご覧ください。「積み木模様問題」
とありますが、流動性知能の例です。色がつけられた形が書いてある図をみて、一定の時間以内に、
実際に赤と白が塗り分けられたサイコロを組み合わせて図のような形をつくるのが課題です。図表７
の折れ線グラフはこのテストの結果が示されていますが。①～⑧の数字はいろんな研究者が各国で
やった結果なんですね。横軸は年齢で、縦軸は正答率です。どこの国でも同じような傾向を示してい
ます。加齢とともに正答率がぐんぐん低下しています。これはもうしょうがない。流動性という意味
は、変化しやすいことを意味しています。
それから図表９「符号問題」（318ページ）ををご覧ください。１という数字には下の□に―、２に
は 、３には といった記号が対応して書かれていますが、この通りに下の問題の数字の所に対応す
る記号を書き込んでいくテストです。この結果は、図表８のグラフにあるとおりで、残念ながら20歳
以降は下降しっぱなしですが、これもいたしかたないことです。
図表10は「結晶性知能」（319ページ）の例です。これを見ていただくと、横軸は年齢で、縦軸は成
績ですが、流動性知能の例と違い、右下がりではありません。ほぼ横並びの結果を示しています。こ
れは語彙問題に関するテストです。言葉の意味を聞くんですね、冬とかベッドとか電車とか食器とは
何ですかと、それらを定義をしてもらうという問題です。最後に図表11の「一般知識問題」（319ペー
ジ）をご覧ください。「水は何度で沸騰しますか」、「人体の主な血管を三種類あげなさい」というよう
な問題のことですね。これもことばで説明するというテストですから、知識とか考えとかといういわ
ゆる言葉とコミュニケーションに関する知能は、加齢によって低下しないことが分かります。記憶力
は落ちるけれど、先程紹介した著名人など100歳まで生きたような人たちが自信をもって言っているこ
とは、「自分には積み重ねられた知識がある」ということなのです。これは絶対に若者に負けない部分
です。私たちはこのところは絶対の自信を持っていいと思うんです。体力についても私たちの努力次
第では向上することが可能なわけです。
高齢期の発達をつくるには、知的な側面、身体的な側面で、単に努力すれば良いという問題ではな
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さそうですが、自分の考え方次第でいかようにもなると言えそうです。もうひとつ、肝心なことは、
先程の図表５の発達のマクロの図式のところで触れましたけれども、発達には受身の部分、外から与
えられる部分があります。今まで会社では外から与えられたものが多かったですね。むろん、当然自
分の部署では、自分が積極的に知恵を出して努力し、そこでプロになっていらっしゃると思うんです
が、その大枠は会社から与えられるという形になっています。
サラリーマンが退職するとこうした枠はなくなりますね。そうするとその人が発達するためにはそ
の枠を、要求の枠を、これからは自分で自分に課さなければなりません。これが最大の課題です。私
としては、「高齢期に死ぬということはしょうがない、死ぬからこそ生きることへの執着とか愛着とか
を正面から考えられる時期じゃないか」と言いたいのです。高齢になれば、誰でもある意味で死とい
うことを前提で考えざるを得ませんし、死を考えると、名誉とか地位などといった外面的な欲望では
なくて、もっと別な目標を立てることが出来るのではないかと思います。もちろんどうするかは個々
の判断ですが。
最初のところで申し上げた「今日よりも明日が新しい」という考え方は、やはり、生きるというこ
とは新しい知識を毎日毎日付け加えていることであるということに通じていると私は考えます。学生
によく言うんですが、学生が「先生の話わからない」と言うときに、「わからないのはあたりまえだ。
分かっていることを教えたら君たちは満足しないだろう。たとえば、以前の授業と同じ内容の授業を
繰り返したら、「もう聞いたよ」と言って怒り出すだろうと言い返します。ですから、生きるというこ
とに目的を持たない人、生きたくない人、何にもやる気のなくなった人は、発達するはずがありませ
ん。
逆に考えると、私たちは絶えず自分を新しくしていかないと生きていけない、と言えると思います。
これまでも会社や組織の中でも今までやってきたことだと思いますが、これまでは会社の利益を優先
した課題設定だったものを今度は、自分自身のため、人生を自分で豊かにするための課題設定へと切
り替える時期だと思います。むろん、会社の時の課題設定が全部駄目と言うことではなくて、会社で
やってきたことも十分生かしながら、もう１回自分の人生を捉えなおすチャンス、そういう考え方で
最終的には人間としての成熟というか発達、あるいは人格の完成、というようなものが、大きな目標
になりうるのではないでしょうか。そういう視点で、新しい知恵をこれからよりたくさんつけていく、
ということが重要かと思います。
一つの考え方なんですけれども、人類の歴史は、人権を守り、差別を無くすとか、民主主義とか、
人びとがすべて自由かつ平等に暮らせるためのさまざまな人間としての権利の確立、これらをいっそ
う豊かにする営みの歴史ではなかったのかと私は考えています。戦前から戦後への変化は、まさにそ
の典型でした。あたりまえですが、これからの時代は独裁者がはびこる社会を目指すのではなくて、
友達と仲間と手をつないで誰からも虐げられることなく人間的な権利が守られる社会をつくるという
のが大方の方向なのかなと個人的には思っております。これは私の考えですが、 の「高齢期の発達
をつくる」（320ページ）の６の「あなたご自身の発達思想」の欄には、皆さん方ご自身が考える発達
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思想というものを整理して書いていただきたいと思います。
会社や組織を離れて、外から与えられる課題ではなく、自分が作った課題、それに向かっていくの
ですから、一番充実感を味わうことができる時期と言えます。私たちが新しいことを知りたいと思う
とき、ふつう、私たちは何らかの目的もっているのです。ですから自分自身の目的や目標をきちんと
立てて、つまり、10年後、20年後、30年後といった自分の姿を思い描いて、それは長ければ長いほど
いいんじゃないかと思いますが、自分でたてた目標に向かって日々を着実に過ごす、ということが大
切なことのように思えます。
そしてこのことは、私たちが何かを学ぶことを習性としていることにも証明されています。私たち
は生まれた時から実にアクティブな能動的な存在なのですね。誕生したばかりの赤ちゃんでも大学生
が授業を受けながらしていることと同じことを行っていることが分かっています。私たちは皆生まれ
たときから「学習」をしているのです。言葉を覚えるのは学習の典型ですが、赤ちゃんでさえことば
をオウム返しに覚えているのではなくて、自分自身がこの音とこの物を結びつけようと一生懸命努力
しているのですね。例えば「ワンワン」という言葉を覚え、自分で発声するときにも、最初は犬や猫
やその他の動物など色や形などが似たものを全てを「ワンワン」ということば一つで表していますが、
それでも「赤ちゃん自身が自分で判断した結果」なのですね。そのうちだんだん自分の考えでその使
用範囲を狭めてきて、最終的には犬だけを指すようになります。
このこと一つをとってみても分かりますように、子どもが自分で努力してそうしているわけです。
勉強とか学習ということの本質は、結局自分で整理する、自分でまとめるという作業なのですね。そ
れを大学生も赤ちゃんもしているわけです。むろん私たちもです。私たちは赤ん坊の時からずっとそ
ういうことをやっているのです。そして、最終的には私たちの発達もまた、「自分で知りたいことを探
し、それを自分自身でまとめていく」、そういう作業なのかなと思います。
今日は、皆様方のこれからを考えていただく素材になればと思ってお話しました。ご静聴ありがと
うございました。 以上。
?注>
⑴ 本調査は、財団法人群馬県長寿社会づくり財団から委嘱された「平成15年度生きがいと健康づくり調査研究事業」
の一環として行った「団塊の世代を中心とした高齢社会に関する意識調査」ものである。この調査は群馬県内の公
共団体や企業及び公務員などを対象として行われたもので、男性512人（85.2％）、女性89人（14.8％）、合計601人
から回答が寄せられた。本稿においては、これらの回答者のなかかから、昭和22年から24年の３年間に生まれた方
のみ計365人を抽出し、集計し直したものである。因みに、男性は337人（92.3％）、女性は28人（7.7％）であった。
⑵ 本稿は、財団法人群馬県長寿社会づくり財団が、平成18年２月４日と11日に開催した「団塊世代の地域デビュー講
座」において講演した内容に加筆訂正したものである。したがって、講演という形式の流れを残していることをご
容赦いただきたい。
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――参考資料――
? 先行の諸知見から
１．ことわざに見る年齢と心身状態
・30歳代：○三十にして立つ○三十は男の花。
・40歳代：○不惑（四十にして惑わず）○四十は男の分別盛り○四十がったり○四十七の産みじまい○四十
八の恥かき子。
・50歳代：○知命(五十にして天命を知る)○五十にして四十九年の非を知る○五十の坂○五十の目腐り子。
・60歳代：○耳順（六十にして耳従う）○六十の手習い○六十までは人は銘々。
・70歳代：○七十にして矩をこえず○人生七十古来稀○喜寿（77歳）。
・80歳代：○米寿（88歳）○八十の三つ子○八十のちょろわっぱ。
・90歳代：○御前百までわしゃ九十九まで。
・100歳：○百歳の童○百歳になりても己の非を知らず○百歳になって百ごとを知る。
２．百歳以上の高齢者数と平均寿命の推移
100歳以上高齢者 平 均 寿 命
総 数 男 女 男 女
昭和38（’63) 153人 20人 133人 67.21年 72.34年
39（’64) 191 31 160 67.67 72.87
40（’65) 198 36 162 67.74 72.92
41（’66) 252 46 206 68.35 73.61
42（’67) 253 52 201 68.91 74.15
43（’68) 327 67 260 69.05 74.30
44（’69) 331 70 261 69.18 74.67
45（’70) 310 62 248 69.31 74.66
46（’71) 339 70 269 70.17 75.58
47（’72) 405 78 327 70.50 75.94
48（’73) 495 91 404 70.70 76.02
49（’74) 527 96 431 71.16 76.31
50（’75) 548 102 446 71.73 76.89
51（’76) 666 113 553 72.15 77.35
52（’77) 697 122 575 72.69 77.95
53（’78) 792 132 660 72.97 78.33
54（’79) 937 180 757 73.46 78.89
55（’80) 968 174 794 73.35 78.76
56（’81) 1,072 202 870 73.79 79.13
57（’82) 1,200 233 967 74.22 79.66
58（’83) 1,354 269 1,085 74.20 79.78
59（’84) 1,563 347 1,216 74.54 80.18
60（’85) 1,740 359 1,381 74.78 80.48
61（’86) 1,851 361 1,490 75.23 80.93
62（’87) 2,271 462 1,809 75.61 81.39
63（’88) 2,668 562 2,106 75.54 81.30
平成１（’89) 3,078 630 2,448 75.91 81.77
２（’90) 3,298 680 2,618 75.92 81.90
３（’91) 3,625 749 2,876 76.11 82.11
４（’92) 4,152 822 3,330 76.09 82.22
５（’93) 4,802 943 3,859 76.25 82.51
６（’94) 5,593 1,093 4,500 76.57 82.98
７（’95) 6,378 1,255 5,123 76.38 82.85
８（’96) 7,373 1,400 5,973 77.01 83.59
９（’97) 8,491 1,570 6,921 77.19 83.82
10（’98) 10,158 1,812 8,346 77.16 84.01
11（’99) 11,346 1,973 9,373 77.10 83.99
12（’00) 13,036 2,158 10,878 77.72 84.60
13（’01) 15,475 2,541 12,934 78.07 84.93
14（’02) 17,934 2,875 15,059 78.32 85.23
15（’03) 20,561 3,159 17,402 78.36 85.33
16（’04) 23,038 3,523 19,515 78.64 85.59
17（’05) 25,553 3,779 21,774 … …
注：各年９月現在の人数である
資料：厚生省社会局調べ
厚生省「生命表」「簡易生命表」 （厚生統計協会，1987，p.155)
(注)昭和63年以降は引用者がその後の厚生省、厚生労働省の発表に基
づき追加している。
図表１ 百歳以上の高齢者数と平均寿命の推移
（出典：守屋國光、生涯発達論2005）
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３．団塊の世代＝人口ピラミッド
４．「定年の前と後の生活活用百科」から
（井上隆司・吉田勝美監修 法研 平成13年）
?目次>
第１章 定年後の人生を豊かにする条件 第６章 体力を維持するために必要な運動
第２章 定年から老後生活設計のヒント 第７章 安全で快適な生活のための住居
第３章 生きがいの見つけ方と実践 第８章 老後の経済と法律の知識
第４章 年齢に応じた体と心の健康管理 第９章 これだけは知っておきたい退職後の社会保障
第５章 食べる楽しみと健康的な食事
図表２ 団塊の世代＝人口ピラミッド
（出典：堺屋太一 団塊の世代「黄金の十年」がはじまる、2005）
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５．団塊の世代「黄金の十年が始まる」から
（堺屋 太一 文芸春秋 2005）
第１章 団塊の世代は日本を変えた 第４章 団塊の世代がまた、「時代」を変える
第２章 団塊が創った「今の日本」 終わりに
第３章 団塊の「倫理と美学」を解く
? ?定年後の人生を豊かにする」ということ
１．?定年の前と後の生活活用百科」の目次から考えること
生活のための百科 ?定年後の人生を豊かにする条件>
生活（広辞苑）：１）生存して活動すること（孟子）。２）生きながらえること。３）暮らしていくこと。
生計。
Ｑ１ 定年前の人生は「豊か」だったか？
OP1：人間は最初から（生まれた時から）「豊かな人間」だった。
OP2：No!
Ｑ２ では、いつから「豊か」な人間になったか？
＊人間が生後「豊かな状態」に近づく／変化することを「発達」と呼ぶ
Ｑ３ 人生が「豊か」ということはどういうことか？
OP1：生きている際に十分にお金があることか？
OP2：生きていく上で十分な物質があることか？
OP3：生きていることに満足していることか？
OP4：生きていることについての自分なりに納得できることか？
OP5：生きることの人間的意味を明らかに（解明／自覚／悟り）できることか？
OPX：「 」
＊生きること＝絶えず変化しつつある存在でること。
Ｑ４ では、あらゆる変化は発達といえるか？
OP1：「退化」「諸能力の低下」は発達といえない。
Ｑ５ では、どんな変化を「発達」というか？
OP1：「豊かな状態」に近づくこと。
Ｑ６ では、「豊かな状態」とはどういう状態か？
OP1：「発達的変化」には一定の価値観が背後にある。
価値観：何がよい方向・内容かの判断基準。
Ｑ７ それはどういう方向か？
OP1：「よりよい」とはどんな基準から判断するのか？
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Ｑ８ 高齢期に発達はあるのか？
OP1：高齢者も「豊かな」人間へと変化（発達）できる。
Ｑ９ それ（高齢期の発達）はどのようにして可能になるか？
? ?高齢者」と高齢者の意見
１．?老人」に関する一般的な考え
１）65歳以上は、年寄りである。
２）年寄りのほとんどは健康を害している。
３）年寄りの頭は若者のように明敏ではない。
４）年寄りは生産的ではない。
５）年寄りは魅力がなく、セックスにも無縁である。
６）年寄りは誰も皆同じようなものである。
２．民衆の知恵
?大往生／二度目の大往生」（永 六輔 岩波書店 1994／1995）から
［Ｅ―１］?同じ道>
?子ども叱るなきた道だもの、年寄り笑うないく道だもの」
［Ｅ―２］?一番若いとき>
?人間、今が一番若いんだよ。明日より今日の方が若いんだから。いつだって、その人にとって今が一番若
いんだよ（大往生p.5）」
［Ｅ―３］夫婦
十代の夫婦はセックスで夫婦です。
二十代になると愛で夫婦。
三十代になると努力して夫婦。
四十代になると我慢の夫婦。
五十代になると諦め夫婦。
六十代になるとお互い感謝で夫婦。やっと夫婦です。
六十代はヤング・オールド、
七十代はミドル・オールド、
八十代はオールド・オールド。（大往生Pp,23-24）
［Ｅ―４］?文鎮>
?老人たちに言うんですよ、文鎮になりさいって。文鎮はそこにあるだけで、動かないで役にたっているい
るでしょう。文鎮がしゃぺったり動いたりしたら、いい字はかけませんよってね（大往生p.31）。」
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［Ｅ―５］?見せるべきもの>
?老人になったときに――見せるべきものをもっているか。語るべきものをもっているか。つたえるべきも
のをもっているか。このうち、一つでももっていれはいいのです（大往生２p.37）。」
３ 著名人の語録から
１）加藤シズエ 百歳 堤江琴編 婦人画報社 1996
［Ｋ―１］?まだ足りない人生>
?私はね、まだ学びたいことがいっぱいあるんです。あの本も読みたい、この話も聞きたい、このことももっ
と知りたい。そして世の中のために何かをしてさしあげたい。（中略）欲望のすべてを満たすには、二百歳く
らいまで生きなけれぱなりませんが、そんなことはできませんので、せいぜい与えられた命をできるだけ大
事にし、学びたいことを学んでいくということでございます（1994．12 婦人画報）。」
［Ｋ―２］?若いときから生きがいを>
?よく、老年になってから、生き甲斐を見つけなければ、ということをもうしますけれどもね、やっぱり、
生き甲斐を感じられるような老年を過ごすためには、若いときから生き甲斐になるような人生をスタートさ
てなくちゃなくいけないと思うの。年とってからあわてたって、だめじゃないかしら（1986．４ 婦人画報）。」
［Ｋ―３］?若い人には負けるワ>
?若い人には負けないぞなんて言わないんです。若い人には負けますよ、それはかないません。肉体的に衰
えていることは確かですから。しかし、気力において、あるいは積み重ねた知識においては非常にいいもの
があるんだという、そういう自信を持ちまして、毎日どういうふうな生活をするか、設計をいたしました
（1986．４ 婦人画報）。」
［Ｋ―４］?感動すること・できること>
?見過ごしてしまうようななんでもないことに、命の成長を感じて、自分で深く思うわけですね。そして感
動する。そうするとその記億がいつまでも残るんですね。野の花を見ても自然の力を深く思い、感動します
と、心が明るくなります、そしてその度に記憶に残り、脳細胞のひだのどこかに入っていき、必要なときに
出てくるんです。それは心を耕すこやしのようなものなんです、植物にもよい肥料が必要なように、人間は
快い強い感動というものが心を太らせてくれます（1995．３ ソフィア 講談社）。」
［Ｋ―５］?感動と成長>
?深く感動いたしますと、その度に成長するんです。そして、心が楽しくなって、明るくなるのでございま
す（1994．12 婦人画報）。」
２)田中澄江 老いは迎え討て 青春出版社 1996（88歳）
［Ｔ―１］?老齢について>
?私は60歳の時、23歳の息子と有峰から太郎兵衛平、黒部五郎と、北アルプスの一番奥の山を縦走しました。
すると、途中ですれちがった20歳代の娘たちが“あーあ、わたしはあの年になったら、山へなんかきたくな
いわ”というのが聞こえた。そのとき私は心の中で、あーあ20代であんなことを言ってる人は、40になった
らすごいお婆さんになるだろうなと思いました。“私もあの年になっても山に行きたいわ”であってほしかっ
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た（pp.89-90）。」
［Ｔ―２］?退屈しない毎日>
?どんなに長く生きても、明日にも問題がおこるかもしれない。そういうときに慌てないような自分の強さ
で持ちこたえていきたい。どんな困難も迎えてこれを解決してみたい。毎日毎日が自分を試しているような
生活。これは一つも退屈しない。ただし、いつも祈りました。どうぞ私に方を与えてくださいと（p.94）。」
［Ｔ―３］?足りない人生>
?私は88歳ですけれど、もう十分に生きたという気が全然しません。まだまだやりたいことが山ほどあるん
ですから（p.110）。」
［Ｔ―４］?人生いつでも出発の時>
?20代の望みがまだ達せられてない私は、人生はいつでも出発の時という思いがあります。よく熟年とか熟
女という言葉が使われ、四十代から五十代にかけてを熟年といわれているようですが、そうすると、四十、
五十が熟年だったら、その先はどうするんですか。あとは実がはじけるだけ。その人の人生はもうそれでお
しまいですね。実が地中に潜って、新しい次の芽を出す。私はそう思わないんですね。私も今いろんな望み
があり、そして、それを実行していこうとし、かつまた毎日少しずつ自分の望みを積み重ねていきたい。学
校にいけなくても、地質あるいは植物に関する専門的な本を読んで学ぶことを忘れてないで、かつて自分を
熟年、熟女と思ったことがない（pp.111-112）。」
［Ｔ―５］?固い本を>
?頭と体をたえず流動的に動かして、緊張感を失わないこと。それに私は固い本を読むことを勧めたいと思
います。娯楽一辺倒、面白いだけではなくて、自分が娘時代に読んで読みきれなかった本が必ず書斎に残っ
ているはすです。そういう本を一人で読むのが大変だった、同じ仲間で集まって読む（p.212）。」
［Ｔ―６］?老いることはおそろしくない>
?はっきり申し上げます。老いることはまったくおそろしいことではありません。でも、心の美しさは年を
とるほど精錬され、ますます磨きがかかってくるものではないかと思います。老いをおそろしがるのは、だ
いたい女ですね。容色が衰える。シワができるとか、シミができるとか。これは自然の現象だからしょうが
ない。（中略）精神的にいうと、老いの状態というのは、私はとてもいいと思います。まず、心が寛大になり
ます。若いときはおこりっぽい。すぐ喧嘩しようという気になる（pp.217-218）。」
［Ｔ―７］?老齢のメリット>
?年をとって面白いのは、経験を積んでいますから、話を聞きながら、この人の言うことは全部信用できな
いな、この人は信用できる、ということがパッと見てわかるようになること。心にやましいことがある人は、
視線をそらす（p.220）。」
３）南 博 老いを知らずに生きる知恵 講談社 1995
老いに打ち克つ50章 講談社 1997
［Ｍ―１］?理想>
?在職中にかなりの業績を残した教授が定年になったとたん、虚脱感におちいり、すっかり研究意欲をなく
してしまうことがある。これはもちろん年齢的なものもあろうが、本当の原因は理想を失ってしまうからで
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はないか（p.16）。」
［Ｍ―２］?著書「老いを知らず」に生きる知恵の目次から>
○気がつけば81歳、人生これから
○?理想を失うときに、初めて老いる」
○挑戦してこそ生きがい
○自分史を書いてみよう
○若い異性に関心をもとう
○老いてなお学ぶく楽しみをもつ
○老いても「性」は枯れないか
○生きがいとしての性
○百歳まで現役の僕のシナリオ
○ライフーワークの完成にはあと20年
４）ヘルマン・ヘッセ「人は成熟するにつれて若くなる」1995 草思社（1877-1962ノーベル文学賞85歳で没）
［Ｈ―１］?老齢とは何か>
?老年は、私たちの生涯のひとつの段階であり、ほかのすべての段階とおなじように、その特有の顔、特有
の雰囲気と温度、特有の喜びと苦悩をもつ。私たち白髪の老人は、私たちより若いすべての仲間と同じよう
に、私たち老人の存在に意義を与える使命をもつ。ベッドに寝ていて、この世から呼びかけがもうほとんど
届かない重病人や、瀕死の人も、彼の使命を持ち、重要なこと、必要なことを遂行しなければならない。
年をとっていることは、若いことと同じように美しく神聖な使命である。死ぬことを学ぶことと、死ぬこ
とは、あらゆるほかのはたらきと同様に価値の高いはたらきである。
――それがすべての生命の意義と神聖さにたいする畏敬をもって遂行されることが前提である?けれ
ど――
老人であることや、白髪になることや、死に近づくことをただ厭い、恐れる老人は、その人生段階の品位
ある代表者ではない。自分の職業と毎日の労働を嫌い、それから逃れようとする若くたくましい人間が、若
い世代の品位ある代表者でないのと同様に（pp.82-83）。」
［Ｈ―２］?老齢の本質的受容>
?老人として自分の目的を果たし、自分の使命に恥じない行為をするためには、老齢と、それに必然的に伴
うすべてのものを受け入れなくてはならない。それを肯定しなくてはならない。この肯定なくしては、自然
が私たちに要求するものに従うことなくしては、私たちの年代の価値と意義――私たちが老いていようと若
かろうと――は失われるのである（p.83）。」
［Ｈ―３］?老齢のメリット①>
「老齢が私たちに送ってくれるいくつかの贈り物の名を感謝をこめて挙げることができる。それらの贈り
物のうちに私にとって最も価値あるものは、長い人生をすごしたのちにも覚えていて、活力を失うにつれて
それ以前とはまったく異なった関心で見るようになったいろいろなものの姿である（p.85）。」
［Ｈ―４］?老齢のメリット②>
「老齢になると多くの苦痛に見舞われるけれど、いろいろな賜わり物にも恵まれる。その賜わり物のひと
つが忘却であり、疲労であり、諦めである。これは老人と老人の悩みや苦しみとの間に形成される保護皮膜
ともいうべきものである。それは怠惰、硬化、醜い無関心、という形をとる場合もある。しかしそれは、ちょっ
と別の観点から光を当ててみると、平静であり、忍耐であり、ユーモアであり、高い叡知であり、道（タオ：
老子の道）であることあるのだ（p.90）。」
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［Ｈ―５］?老齢のメリット③>
人間は老年になると、青春時代にはもっていなかった歴史に対する感覚を獲得するものであるが、これは
体験と苦難に満ちた何十年もの間に、人間の顔と、精神の中に積み重ねられるたくさんの層を知ることから
くるのである。要するに老人はすべて、必ずしも自覚していない場合でも、歴史的な考え方をする。老人た
ちは、若い人びとにふさわしい表層では満足しない。彼らはこの層を手放したり、抹消したりしようとは思
わないが、彼らはその下に、現在に重要な意味を付与しているあの体験の層の累積の結果をも知覚したいと
思うのである（p.172）。」
［Ｈ―６］?人生の本質>
?私の人生は、現在を超越することであり、一段一段と前進することでなければならない、と、そんなふう
に考えていた。音楽がひとつひとつのテーマを順に、ひとつひとつのテンポを順に片づけ、演奏し終え、完
成させ、前進していくように、けっして倦まず・けっして眠らず、つねに醒めて、つねに完全に沈着に、人
生の段階をひとつずつ通りすぎ、前進していくべきであると。（中略）私は、ある人生の段落の最後の時期が、
枯れて死ぬことへの欲求の色調を内蔵すること、それがさらにひとつの新しい空間への転進へ、覚醒へ、新
たな開始へとつながって行く、そういう段階と時期が存在することに気がついた（p.99）。」
［Ｈ―７］?成熟した人格>
?青年にとって必要なことは、自分自身を真剣に考えることができることである。老年にとって必要なこと
は自分自身を犠牲にできることである。なぜなら老年には自分以上に真剣に対処すべき何物かがあるからで
ある。私は信仰箇条を表明するのは好きではないが、精神的な生活はこの両極の間で進行し、展開されなく
てはならないと確信している。
なぜなら、青年の使命と、あこがれと、義務は生成であり、成熟した人間の使命は自我の放棄、あるいは、
ドイツの神秘思想家たちがかつて名づけたように《自己離脱：エントヴェールデン》である。しかし、そも
そも自己を放棄できるためには、人間は一人前の人間、つまり独自の個性を完成するための覚醒の苦悩を切
り抜けて、成熟した人格を獲得していかなくてはならない（pp.91-92）。」
［Ｈ―８］?成熟するにつれて若くなる>
成熟するにつれて人はますます若くなる。すべての人にあてはまるとはいえないけれど、私の場合はとに
かくその通りなのだ。私は自分の少年時代の生活感情を心の底にずっともち続けてきたし、私が成人になり、
老人になることも一種の喜劇と感じていたからである（p.65）。」
? 人間の発達過程の不思議
１．これまでの人間の発達についての主な学説
１）主な発達思想
①生得説・前成説：［蛙の子はカエル」「瓜のつるには茄子はならぬ」
②後天説・環境論：「氏より育ち」「朱に交われば紅くなる」
③輻輳説・二要因説：「遺伝と環境の相互作用」
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２）これからの「発達思想」の確立を
第４の発達思想とは？ 皆さん独自の「発達についての考え」を下記にまとめてください。
「 」
２．人間の発達のしくみ
１）?一般的発達段階区分>
２）?青年の歴史的発生>
図表４ 青年の歴史的発生
（出典：笠原ほか、青年の精神病理、1976）
図表３ 一般的発達段階区分
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３）?発達のマクロ図式>
３．人間における様々な発達路線
１）?高齢期の身体の発達>
図表５ 発達のマクロ図式
（出典：宮川知彰 青年の性格形成、1973）
図表６ 高齢期の身体の発達
⎧
｜
｜
?⎩
出所：NHK、クローズアップ現代（2001年11月５日、総合テレビ）
から；国立健康栄養研究の樋口満氏の研究。60代の女性30人に週
２回、１時間の水泳の練習を４年間続けた結果、体力が向上した。
⎫
｜
｜
?⎭
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２）?知能の発達の２つの曲線>
＊以下の図表８から図表11における①～⑧までの記号は、それぞれ出典を示している。
①：Berkowitz,B. The Wechsler-Bellevue performance of white male past age50.Journal of Gerontology,1953,
8,76-80.
②：Botwinic, J.,& Storandt,M. Memory,Related Functions and Age.Springfield, III.:Charles,C.Thomas,
1974.
③④：Goldfab,W. An Investigation of Reaction Time in Older Adults New York:Teachers College,Columbia
 
University,1941.
⑤：Howell, R.J. Sex differences and educational influences on a mental deterioration scale. Journal of
 
Gerontology,1955,10,190-193.
⑥⑦⑧：Wechsler,D. Mesurment of Adult Intelligence.4th Ed.,Baltimnre:MD.:The Williams& Wilkins Co.,
1958.
図表７ 知能の発達の２つの曲線
⎧
｜
｜
?⎩
出典 :Wechsler, D.“Hold”and “don’t hold”tests. In Human aging 28. ed., by
 
Chown,S.M.Penguin Books,Harmondsworth,1972.
結晶性知能：Crystalized intelligence 流動性知能：Fluid intelligenc
⎫
｜
｜
?⎭
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３)流動性知能の例
?積み木模様問題>
問題：以下のような絵を見せて、積み木を組み合わせて同じ模様を構成させる。
図表８ 積み木模様問題
（出典 :Timothy A.Salthouse.Adult Cognition.1982）
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?図表９ 符号問題>
問題：数字に下にある記号と同じ記号を問題の数字の下に記入する。
図表９ 符号問題
（出典 :Timothy A.Salthouse.Adult Cognition.1982）
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４）結晶性知能の例
?語彙問題>
問題：「長所」「修繕」「妨害」といった熟語の意味を問う。
?一般的知識問題>
問題：?１年は何ヶ月ですか」とか「人体の主な血管を三種類あげなさい」といった一般的な知識を問う。
図表10 語彙問題
（出典 :Timothy A.Salthouse.Adult Cognition. 1982）
図表11 一般的知識問題
（出典 :Timothy A.Salthouse.Adult Cognition. 1982）
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? 高齢期の発達をつくる
１．生きることは死ぬこと
○死ぬからこそ生きることへの愛着と憧憬と……
２．高齢だからできること
○高齢だからできること＝余計な煩悩・雑念（出世・権力・金・名誉等々）を離れて、本当の自分らし
い／人間らしい／思いやり・温かさと…。
３．生きることは新しい知を加えること
○生きることは、これまでに獲得した知識に、新たな知識を加えていくこと：発達
知識の能力の発達
○私たちの発達を制約する２つの要因
１）人類（史）の発達：前の世代の状態に新たに獲得した知識
（例：民主主義社会、人権の確立、生命の大切さ、環境破壊を許さない等）
２）人類史的発達を前提にした個々人の発達
４．したがって、加齢によって「知」は新しく（若く）なる
○老齢は、絶えず若くなること＝新しい知識／感動／新しい自分を作ること
人間としての成熟＝発達・人格の完成
５．人間の発達の方向性
人類史に学び人間の歴史を切り開く社会の中の個人
○人間の崇高さ＝人間として生きること／死ぬことを全うすること＝品位ある人格、死を恐れず、生を
いやがらず
○人類史の発展の方向＝＝>人権と民主主義の確立の歴史＝＝>それを発展させる
６．あなたのご自身の発達思想 「 」
（例）人類の歩みの自分の歩みを知り、自分と他人がともに発達していく方向を発展させるために生き
ること。それは、自らの課題を明確にし、その解決のために努力すること、その過程と成果を共に喜
べると友をつくること。
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